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法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である
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令和６年度   税制改正に関する提言令和６年度   税制改正に関する提言  （要約）（要約）

《基本的な課題》
Ⅰ．税・財政改革のあり方
　�・�コロナ対策財源の借金をどう返済するかが重要な課題だが、その議論が全くないのは極めて遺憾である。すでに米国

や英国、ドイツなどの先進諸国では早くから増税を含む借金返済計画を策定し一部を実施に移している。我が国だけ
が議論さえ封印していたのでは国際社会の常識からみても異様であり無責任である。

　�・�岸田政権は「異次元の少子化対策」を打ち出しながら、有力な財源となり得る消費税など新たな負担は求めないとし
ている。少子化対策は目的税としての消費税の対象分野である。コロナ対策財源も医療分野はその対象になる。ただ
いたずらに消費税を否定していたのでは、持続可能な社会保障制度の確立と財政健全化を両立させる税財政改革の議
論は成り立たないし、国の未来も開けないであろう。

１．財政健全化に向けて
　�・�歳出だけを先行させ、財源論を置き去りにする手法は財政規律を決定的に毀損させかねない。まずは２０２５年度の

基礎的財政収支（プライマリーバランス＝ＰＢ）黒字化目標を確実に達成せねばならないが、その後の財政健全化の
議論も並行して開始する必要がある。その際には財政規律を確立するための新たな健全化目標や実効性を担保できる
財政運営手法が欠かせない。

　（１）　�財政健全化は国家課題であり、本格的な歳出・歳入の一体改革を進めることが重要である。歳入では安易に税の
自然増収を前提とすることなく、また歳出については聖域を設けずに分野別の具体的な削減・抑制の方策と工程
表を明示し、着実に改革を実行するよう求める。

　（２）　�国債の信認が揺らいだ場合、長期金利の急上昇など金融資本市場に多大な影響を与え、成長を阻害することが考
えられる。政府による過剰な依存が主因とはいえ、日銀の国債保有は異常に高い水準に達しているほか、株式市

大
会プ
ロ
グ
ラ
ム

第 39 回法人会全国大会（群馬大会）
令和 6 年度税制改正に関する提言
　令和５年10月18日（水）群馬県高崎市・高崎芸術劇場にて、全国約75万社の会員、41都道府県法人会連
合会と440単位会による全国大会が開催され、本会からは正副会長が出席しました。
約1,500名参加の大会議事において「令和６年度　税制改正に関する提言」が決議されました。

　第１部　講演会
　　　「好機到来」
　　　前橋工科大学理事長、日本通信株式会社　代表取締役社長　福田　尚久氏

　第２部　大会式典
　　　表彰受彰会紹介／令和6年度税制改正の提言報告／青年部会による租税教育活動の報告ほか

　第３部　懇親会

全法連小林会長のあいさつ 正副会長
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場でも市場機能を歪めかねない存在となっている。このため、日銀は長短金利操作（イールドカーブ・コントロー
ル）の修正によるゼロ金利政策の一層の柔軟化に乗り出している。今後の金融政策は正常化に向かうとみられるが、
その際には政府と日銀が健全な関係を構築し、市場の動向を見極めながら副作用を最小限に抑えるよう細心の政
策運営が求められる。

　　２．社会保障制度に対する基本的考え方
　�・�「中福祉・低負担」のいびつな構造を「中福祉・中負担」に改革する。具体的には適正な「負担」を確保するとともに、
「給付」を「重点化・効率化」によって可能な限り抑制する。

　�・�社会保障の基本は「自助」「公助」「共助」であり、その役割と範囲を不断に見直すことが重要であり、その際には公
平性の視点が欠かせない。とりわけ、医療保険の窓口負担や介護保険の利用者負担などの本人負担については、高齢
者においても負担能力に応じた公平な負担を原則とする必要がある。

　（１）　�年金については、「マクロ経済スライドの厳格対応」、「支給開始年齢の引き上げ」、「高所得高齢者の基礎年金国庫
負担相当分の年金給付削減」等、抜本的な施策を実施すべきである。

　（２）　�医療は産業政策的に成長分野と位置付け、デジタル化対応など大胆な規制改革を行う必要がある。また、都市と
地方、診療科間の公平性を確保するために診療報酬（本体）の配分等を見直すとともに、政府の新目標であるジェ
ネリック普及率「全ての都道府県で８０％以上」を達成した後も、その供給体制の在り方を含め議論する必要が
ある。

　（３）　�介護保険については、制度の持続性を高めるために真に介護が必要な者とそうでない者とにメリハリをつけ、医
療と同様に公平性の視点から給付と負担のあり方をさらに見直すべきである。

　（４）　�生活保護については、給付水準のあり方などを見直すとともに、不正受給の防止などさらなる厳格な運用が不可
欠である。

　（５）　��少子化対策では、現金給付より保育所や学童保育等の整備、保育士の待遇改善などの現物給付に重点を置くべき
である。また、企業も積極的に子育て支援に関与できるよう、企業主導型保育事業のさらなる活用に向けて検討
する。欧米に比べ取得面で大きく見劣りする育休制度については、企業側も意識改革が必要となろう。

　　　　�児童手当の所得制限を撤廃し富裕層にまで支給対象を広げる政府方針については、出生率の向上につながるか疑
問があるほか、公平性確保の点からみて極めて問題である。子ども・子育て支援には安定的財源を確保せねばな
らないが、こうした政策は性格上聖域化されがちである。公平性や実効性の確保を前提とし、バラマキ政策とな
らないよう十分な監視が必要である。

　（６）　�少子化対策の財源として社会保険料の上乗せ案が挙げられているが、中小企業の厳しい経営実態を踏まえ、企業
への過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような制度づくりが求められる。また、配偶者控除等の税
の問題や年金等の社会保障の問題は就労調整が行われる一つの要因とされており、人手不足で悩む中小企業にとっ
て深刻な問題である。女性の就労を支援する政策を含め、税制と社会保障の問題を一括して議論すべきである。

３．行政改革の徹底
　�・�行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」の精神に基づき自ら身を削るこ

とが肝要である。以下の諸施策について、直ちに明確な期限と数値目標を定めて改革を断行するよう強く求める。
　（１）　�国･地方における議員定数の大胆な削減､ 歳費の抑制。
　（２）　�厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員の人員削減と、能力を重視した賃金体系による人件費の抑制。
　（３）　�特別会計と独立行政法人の無駄の削減。
　（４）　�積極的な民間活力導入を行い成長につなげる。
４．マイナンバー制度について
　�・�先ごろには健康保険証との一体化などをめぐりカードの登録に関する情報管理面で問題が生じ、制度に対する不信感

が表面化する事態となった。政府は国民の不安を払拭するために、制度の運用に当たっては個人情報の漏洩、第三者
の悪用を防ぐためのプライバシー保護などが担保される措置を徹底することが重要である。そして制度の意義や利便
性について改めて丁寧に説明し理解を求めていかなければならない。

5．今後の税制改革のあり方

Ⅱ．経済活性化と中小企業対策

　１．中小企業の活性化に資する税制措置
　�・����中小企業は地域経済と雇用の担い手であるだけでなく､ 我が国経済の礎である｡
　　�モラルハザードの誘発には注意しなければならないが、健全な経営に取り組んでいる企業が立ちゆくよう実効性ある
支援をすることは、政府の責任であり義務といえよう。

　（１）　�法人税率の軽減措置
　　　　��中小法人に適用される軽減税率の特例１５％を本則化すべきである。また、昭和５６年以来、８００万円以下に

据え置かれている軽減税率の適用所得金額を、少なくとも１，６００万円程度に引き上げる。　
　（２）　中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置
�　　　　�租税特別措置については、公平性・簡素化の観点から、政策目的を達したものは廃止を含めて整理合理化を行う

必要はあるが、中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置は、以下のとおり制度を拡充したうえで本則化
すべきである。　　

　　　　①�中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、「中古設備」を含める。
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　　　　②�少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置については、損金算入額の上限（合計３００万円）を撤廃
し全額を損金算入とする。なお、それが直ちに困難な場合は、令和６年３月末日となっている適用期限を延長
する。

　（３）　中小企業等の設備投資支援措置
　　　　�「中小企業経営強化税制」や「先端設備等導入計画に係る固定資産税特例」等を適用するに当たっては、手続きを

簡素化するとともに、事業年度末（賦課期日）が迫った申請や認定について弾力的に対処する。なお、「カーボン
ニュートラルに向けた投資促進税制」は、令和６年３月末日が適用期限となっていることから、適用期限を延長
する。　

２．事業承継税制の拡充
　�・�我が国企業の大半を占める中小企業は、先に指摘したように地域経済や雇用の確保などに大きく貢献している。中小

企業が相続税の負担によって事業が承継できなくなれば、経済社会の根幹が揺らぐことになる。
　（１）　���事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設
　　　　�我が国の納税猶予制度は、欧州主要国と比較すると限定的な措置にとどまっており、欧州並みの本格的な事業承

継税制が必要である。とくに、事業継続に資する相続については、事業従事を条件として他の一般資産と切り離し、
非上場株式を含めて事業用資産への課税を軽減あるいは免除する制度の創設が求められる。

　（２）　�相続税、贈与税の納税猶予制度の充実
　　　　�平成３０年度税制改正では、中小企業の代替わりを促進するため、１０年間の特例措置として同制度の拡充が行

われたが、特例承継計画の提出件数は伸び悩んでおり、政府は制度の検証を行う必要がある。また、特例承継計
画の提出期限は１年間延長され、令和６年３月末日までとなっているが、コロナ禍からの完全回復には時間がか
かるうえ、エネルギー価格が高止まりしているなど、中小企業を取り巻く環境は依然厳しい状況にある。特例承
継計画の提出期限等の延長を求めるとともに、事業承継がより円滑に実施できるよう以下の措置を求める。

　　　　①猶予制度ではなく免除制度に改める。
　　　　②�コロナ禍の影響などを考慮すると、より一層、平成２９年以前の制度適用者に対しても要件を緩和するなど配

慮すべきである。
　　　　③�国は円滑な事業承継が図られるよう、経営者に向けた制度周知に努める必要がある。
　（３）　��取引相場のない株式の評価の見直し
３．消費税への対応
　�・�政府は、軽減税率制度とインボイス制度について、国民や事業者への影響、低所得者対策の効果等を検証し、問題が

あれば制度の是非を含めて見直しが必要である。
　（１）　�インボイス制度の導入にあたり、国は事業者に混乱が生じないよう制度の周知を徹底するとともに、事務負担を

軽減するような環境整備が必要である。また、課税事業者が免税事業者と取引を行う際、取引価格の引き下げや
取引の停止などの不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべきである。

　（２）　�消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより重要な課題となっている。消費税の制
度、執行面においてさらなる対策を講じる必要がある。

　（３）　�インボイス制度や電子帳簿保存法の改正による電子データ保存の義務化に対応するため、事業者の事務負担、納
税協力コストは年々増加している。システム改修や従業員教育などについて、中小企業に対する特段の配慮が求
められる。

　
Ⅲ．地方のあり方
　�・�地方活性化戦略では、地方自身がそれぞれの特色や強みをいかした活性化策を策定し地域の民間の知恵と工夫により、

新たな地場技術やビジネス手法を開発していかねばならない。また自治体側は自らの責任で必要な安定財源の確保や
行政改革を企画・立案し実行するなど、自立・自助を基本理念とすることが肝要である。

　（１）　�地方創生では、さらなる税制上の施策による本社機能移転の促進、地元の特性に根差した技術の活用、地元大学
との連携などによる技術集積づくりや人材の育成等、実効性のある改革を大胆に行う必要がある。また、中小企
業の事業承継の問題は地方創生戦略との関係からも重要と認識すべきである

　（２）　�広域行政による効率化や危機対応について早急かつ具体的な検討を行うべきである。基礎自治体（人口３０万人
程度）の拡充を図るため、さらなる市町村合併を推進し、合併メリットを追求する必要がある。

　（３）　��国に比べて身近で小規模な事業が多い地方の行財政改革には、「事業仕分け」のような民間のチェック機能を活か
した手法が有効であり、各自治体においても広く導入すべきである。

　（４）　�地方公務員給与は近年、国家公務員給与と比べたラスパイレス指数（全国平均ベース）が改善せずに高止まりし
ており、適正な水準に是正する必要がある。そのためには国家公務員に準拠するのではなく、地域の民間企業の
実態に準拠した給与体系に見直すことが重要である。

　（５）　�地方議会は大胆にスリム化するとともに、より納税者の視点に立って行政に対するチェック機能を果たすべきで
ある。また、高すぎる議員報酬の一層の削減と政務活動費の適正化を求める。行政委員会委員の報酬についても
日当制を広く導入するなど見直すべきである。

Ⅳ．震災復興等
　�・�これまでの効果を十分に検証し、予算の執行を効率化するとともに、原発事故への対応を含めて引き続き適切な支援

6



を行う必要がある。とりわけ被災地における企業の定着、雇用確保などに対し実効性ある措置を講じるよう求める。
　�・�近年、熊本をはじめとした強い地震や台風などによる大規模な自然災害が相次いで発生している。東日本大震災の対
応などを踏まえ、被災者の立場に立った適切な支援と実効性のある措置を講じ、被災地の確実な復旧・復興等に向け
て取り組まなければならない。

Ⅴ．その他
１．納税環境の整備
２．環境問題への対応
３．租税教育の充実
　�

《税目別の具体的課題》
１．法人税関係
　（１）　���役員給与の損金算入の拡充
　　　　①役員給与は損金算入とすべき
　　　　②�同族会社も業績連動給与の損金算入を認めるべき
　（２）　���交際費課税の適用期限延長
　（３）　���中小企業向け賃上げ促進税制の適用期限延長
２．所得税関係
　（１）　所得税のあり方
　　　　①基幹税としての財源調達機能の回復
　　　　②各種控除制度の見直し
　　　　③個人住民税の均等割　　　       
　（２）　少子化対策
３．相続税・贈与税関係
　（１）　�被相続人１人に対する法定相続人の数は減少傾向（平成１５年３．４０→令和２年２．７３）にある。さらに、基礎

控除の引き下げや地価の上昇により相続税の課税件数割合が平成２７年の８．０％から令和３年は９．３％と高水
準に達していることから、基礎控除のあり方を見直す必要がある。

　　　　�また、現行の相続税の課税方式（法定相続分課税）は、相続人の相続額に応じた課税がされず、一人の相続人の
申告漏れが他の相続人にも影響する等の問題が指摘されており、課税方式のあり方についても併せて検討するこ
とが必要である。

　（２）　経済の活性化に資するよう、贈与税の基礎控除を引き上げる。　
４．地方税関係
　（１）　���固定資産税の抜本的見直し
　　�　　�令和５年の全国の公示価格は、全用途平均・住宅地・商業地とも２年連続で上昇し、上昇率が拡大している。都

市計画税と合せて評価方法および課税方式を抜本的に見直すべきである。
　　　　�また、固定資産税は賦課課税方式であり、納税者自らが申告するものではないことから、制度に対する不信感が

一部見受けられる。地方自治体は、税の信頼性を高めるためのさらなる努力が必要である。
　　　　①商業地等の宅地を評価するに当たっては、より収益性を考慮した評価に見直す。
　　　　②家屋の評価は、経過年数に応じた評価方法に見直す。
　　　　③�償却資産については、納税者の事務負担軽減の観点から、申告対象外となる「少額資産」の範囲を国税の中小

企業の少額減価償却資産（３０万円）にまで拡大するとともに、賦課期日を各法人の事業年度末とする。また、
諸外国の適用状況等を踏まえ、廃止を含め抜本的に見直すべきである。

　　　　④�固定資産税の免税点については、平成３年以降改定がなく据え置かれているため、大幅に引き上げる。
　　　　⑤�国土交通省、総務省、国税庁がそれぞれの目的に応じて土地の評価を行っているが、行政の効率化の観点から

評価体制は一元化すべきである。
　（２）　事業所税の廃止
　　　　�市町村合併の進行により課税主体が拡大するケースも目立つ。事業所税は固定資産税と二重課税的な性格を有　

することから廃止すべきである。
　（３）　超過課税
　（４）　法定外目的税　　　　
５．その他
　（１）　配当に対する二重課税の見直し
　（２）　森林環境税
　　　　�令和６年度から施行される森林環境税について、現在、先行して別の財源を使って地方自治体に配分（令和５年

度は５００億円）されているが、その半分が使い残され基金として積み立てられているとの指摘がある。これで
は税が有効に活用されているとは言い難く、配分方法のあり方など、制度自体を抜本的に見直すべきである。

　（３）　電子申告　
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税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
）
の
主
要
行
事
で

あ
る
「
令
和
5
年
度
納
税
表
彰
式
」
が
11
月
17
日
に
県
・
市
・
税
理
士
会

ほ
か
来
賓
を
迎
え
、
館
山
税
務
署
、
館
山
法
人
会
、
館
山
青
色
申
告
会
、

館
山
間
税
会
、館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、県
酒
造
組
合
、

県
卸
酒
販
組
合
、
館
山
小
売
酒
販
組
合
、
安
房
地
域
租
税
教
育
推
進
協
議

会
の
九
団
体
共
催
に
よ
り
、
館
山
市
夕
日
海
岸
昇
鶴
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
館
山
税
務
署
長
か
ら
長
年
に
わ
た
る
納
税
功
労
が
評
価

さ
れ
、
個
人
12
名
と
１
団
体
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
納
税
功
労
に
よ
る
東
京
国
税
局
長
表
彰
１
名
の
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
租
税
教
育
関
連
の
表
彰
と
し
て
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書

写
作
品
」
や
本
会
が
支
援
し
て
い
る
館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
主
催
の
「
中
学
生
に
よ
る
税
の
作
文
」
に
つ
い
て
、
優
秀
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
中
学
生
に
よ
る
税
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

文
の
優
秀
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
相
互
理
解
を
深
め
る
懇
親
会
を
行
い
散
会
し
ま
し
た
。

　　  

税
を
考
え
る
週
間
行
事

税
を
考
え
る
週
間
行
事

　　
令
和
五
年
度
納
税
表
彰
式

令
和
五
年
度
納
税
表
彰
式

　
納
税
功
労
で
個
人
９
名
、
１
団
体
が
受
賞

　
納
税
功
労
で
個
人
９
名
、
１
団
体
が
受
賞

　
租
税
教
育
の
一
環

　
租
税
教
育
の
一
環

　
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
写
作
品
展

　
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
写
作
品
展

　
管
内

　
管
内
2424
校
１
、

校
１
、６
６
６

６
６
６
人
が
応
募

人
が
応
募

　
優
秀
作
品
は
館
山
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
優
秀
作
品
は
館
山
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
イ
オ
ン
鴨
川
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
館
山
に
展
示

　
イ
オ
ン
鴨
川
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
館
山
に
展
示

　
中
学
生
の
〝

　
中
学
生
の
〝  

税
に
つ
い
て
の
作
文

税
に
つ
い
て
の
作
文  

〟〟    

、、

　
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

　
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

　「
税
金
」
と
聞
く
と
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。

私
は
正
直
、
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
消

費
税
。
本
を
買
う
時
、
飲
み
物
を
買

う
時
、
物
を
買
う
と
税
が
つ
く
。
こ

の
税
金
た
ち
は
ど
こ
に
い
く
の
だ
ろ

う
。
私
は
興
味
を
も
っ
た
。

　
私
は
、
学
校
の
中
で
好
き
な
場
所

が
あ
る
。
ピ
ア
ノ
の
あ
る
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
と
図
書
室
だ
。
こ
の
二
つ
も
税
金

と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
が

好
き
で
、
よ
く
弾
い
て
い
た
。
私
の

学
校
で
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
ピ
ア
ノ

が
開
放
さ
れ
て
い
て
、
私
は
今
で
も

よ
く
弾
き
に
行
っ
て
い
る
。
私
は
学

校
で
友
達
と
ピ
ア
ノ
を
弾
く
時
間
が

好
き
だ
。
同
じ
音
を
共
有
し
て
い
る

み
た
い
で
と
て
も
楽
し
い
。

　
ふ
と
私
は
考
え
た
。
こ
の
ピ
ア
ノ

は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ピ
ア
ノ
は
高
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
ん
な
お
金
が
学
校
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を

先
生
に
尋
ね
て
み
た
。
す
る
と
、
驚

き
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
な
ん
と
、

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

こ
ん
な
身
近
な
も
の
に
税
が
使
わ
れ

て
い
る
の
だ
。
税
金
の
嫌
な
イ
メ
ー

ジ
が
す
っ
き
り
と
晴
れ
た
。
私
の
大

好
き
な
時
間
は
税
金
に
よ
っ
て
、
創

ら
れ
て
い
る
ん
だ
。
私
は
、
ピ
ア
ノ

に
よ
っ
て
、
税
金
を
納
め
て
く
れ
て

い
る
こ
の
国
の
誰
か
と
つ
な
が
っ
て

い
る
ん
だ
。
そ
う
思
い
、
私
は
税
金

の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
た
。

　
他
に
も
、
学
校
に
は
た
く
さ
ん
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
図
書
室
の

本
も
税
金
で
買
わ
れ
た
も
の
な
の
だ

そ
う
だ
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が

そ
ろ
っ
て
い
て
、
心
の
落
ち
つ
く
空

間
。
こ
の
部
屋
も
、
税
金
に
よ
っ
て

創
ら
れ
た
も
の
。
そ
う
考
え
る
と
、

普
段
読
ん
で
い
る
本
よ
り
数
倍
の
重

み
を
感
じ
る
。
た
く
さ
ん
の
人
の
努

力
や
苦
労
の
か
け
ら
が
集
ま
っ
て
で

き
た
本
。大
事
に
使
う
べ
き
だ
と
思
っ

た
。

　
自
分
の
生
活
を
見
て
み
る
と
、
税

金
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
道
路
や
学

校
、病
院
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
だ
っ

て
三
百
円
で
済
む
の
は
税
金
が
あ
る

か
ら
だ
。
三
百
円
で
済
む
の
は
、
私

だ
け
で
は
な
い
。
市
内
の
子
は
全
員

そ
の
対
象
。
つ
ま
り
、
た
く
さ
ん
の

税
金
が
関
わ
っ
て
い
る
。
よ
く
考
え

る
と
、
私
の
両
親
も
公
務
員
だ
か
ら
、

給
料
は
税
金
か
ら
出
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
私
の
生
活
に
は
税
が
不
可
欠

な
の
だ
。

　
税
は
、
私
達
の
身
の
回
り
の
た
く

さ
ん
の
物
と
な
っ
て
活
き
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
で
も
私
は
、
そ
の

こ
と
を
知
ら
ず
に
勝
手
に
嫌
な
イ

メ
ー
ジ
も
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
私
は
税
金
の
こ
と
、
使
い
道
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
思

う
。
他
人
事
だ
と
思
わ
ず
知
る
こ
と
。

税
金
に
つ
い
て
、
学
び
理
解
す
る
こ

と
。
こ
れ
ら
を
す
る
と
、
税
金
の
必

要
性
が
わ
か
っ
て
く
る
。

　
私
は
最
近
、
買
い
物
を
す
る
と
き
、

こ
の
消
費
税
は
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ

れ
る
の
か
と
想
像
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
自
分
の
知
ら
な
い
誰
か
の
役
に

立
っ
て
い
る
と
い
い
な
と
思
う
。
私

達
は
税
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ

な
が
れ
る
。
そ
の
税
金
が
使
う
誰
か

と
私
の「
心
の
輪
」
に
な
る
。
み
ん
な

の
未
来
の
た
め
に
、
ま
ず
は
消
費
税

か
ら
納
め
よ
う
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

南
房
総
市
立
三
芳
中
学
校
　
第
三
学
年
　
小
宮
　
沙
紀

『
税
金
で
つ
な
が
る
』東

京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
優
秀
賞

おめでとうございますおめでとうございます
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税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
）
の
主
要
行
事
で

あ
る
「
令
和
5
年
度
納
税
表
彰
式
」
が
11
月
17
日
に
県
・
市
・
税
理
士
会

ほ
か
来
賓
を
迎
え
、
館
山
税
務
署
、
館
山
法
人
会
、
館
山
青
色
申
告
会
、

館
山
間
税
会
、館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、県
酒
造
組
合
、

県
卸
酒
販
組
合
、
館
山
小
売
酒
販
組
合
、
安
房
地
域
租
税
教
育
推
進
協
議

会
の
九
団
体
共
催
に
よ
り
、
館
山
市
夕
日
海
岸
昇
鶴
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
館
山
税
務
署
長
か
ら
長
年
に
わ
た
る
納
税
功
労
が
評
価

さ
れ
、
個
人
12
名
と
１
団
体
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
納
税
功
労
に
よ
る
東
京
国
税
局
長
表
彰
１
名
の
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
租
税
教
育
関
連
の
表
彰
と
し
て
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書

写
作
品
」
や
本
会
が
支
援
し
て
い
る
館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
主
催
の
「
中
学
生
に
よ
る
税
の
作
文
」
に
つ
い
て
、
優
秀
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
中
学
生
に
よ
る
税
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

文
の
優
秀
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
相
互
理
解
を
深
め
る
懇
親
会
を
行
い
散
会
し
ま
し
た
。

南房総市三芳小学校1年

神作　英希
鋸南町鋸南小学校2年

大胡　美翔
南房総市三芳小学校3年

神作　咲良
南房総市千倉小学校4年

鈴木　かほ
南房総市三芳小学校5年

澤　　侑璃
南房総市富浦小学校6年

早島　空太

館山税務署長表彰

（税務功労）
石　井　利　明
(一般社団法人館山青色申告会　理事)

糟　谷　次　男
(一般社団法人館山青色申告会　理事)
小　原　將　弘
(公益社団法人館山法人会　常任理事)
庄　司　義　則
(公益社団法人館山法人会　常任理事)

宮　本　昌　良
(一般社団法人館山青色申告会　監事)

館山税務署長感謝状

（税務功労）
小　林　　　稔　
（公益社団法人館山法人会　常任理事）

佐　野　左　内　

（一般社団法人館山青色申告会　理事）
鈴　木　利　恵
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
福　原　健太郎
（公益社団法人館山法人会　青年部長）

（租税教育推進校）
鋸南町立鋸南中学校

　　　　　 ーご披露ー
財務大臣表彰

（租税教育）
三　幣　貞　夫　
（南房総市教育長）

東京国税局長表彰

（税務功労）
鈴　木　義　康　
（公益社団法人館山法人会　副会長）

小学生の「税に関する書写作品」表彰
主催：館山税務署
後援：公益社団法人館山法人会
　　　一般社団法人館山青色申告会

【最優秀賞】
神作　英希　南房総市立三芳小学校（1年）
大胡　美翔　鋸南町立鋸南小学校  （2年）
神作　咲良　南房総市立三芳小学校（3年）
鈴木　かほ　南房総市立千倉小学校（4年）
澤　　侑璃　南房総市立三芳小学校  （5年）
早島　空太　南房総市立富浦小学校（6年）

中学生の「税についての作文」表彰
主催　全国納税貯蓄組合連合会・
             館山税務署管内納税貯蓄組合連合会・
             国税庁

【東京国税局管内納税貯蓄組合連合会　優秀賞】
小宮　沙紀　南房総市立三芳中学校（3年）

【千葉県納税貯蓄組合総連合会   優秀賞】
鈴木　沙菜　南房総市立白浜中学校（3年）

【館山税務署管内
　　納税貯蓄組合連合会　会長賞】
石塚　　光　鴨川市立鴨川中学校  （3年）
堤　　美憂　南房総市立富浦中学校（3年）

【館山税務署長賞】
尾高　由真　鴨川市立鴨川中学校 （3年）
田中　月乃　南房総市立千倉中学校 （3年）

【千葉県館山県税事務所長賞】
山田　悠生　鴨川市立鴨川中学校（3年）

【市町長賞】
　館山市長賞
中田　海音　館山市立第一中学校（3年）
小原葉理佳　館山市立房南中学校（3年）
　鴨川市長賞
野村　育未　鴨川市立鴨川中学校（3年）
佐藤　苺衣　鴨川市立長狭中学校（3年）
松本　陽依　鴨川市立安房東中学校（3年）
　南房総市長賞
岩﨑桜之進　南房総市立富浦中学校（3年）
岡田　苺実　南房総市立三芳中学校（3年）
真田　浬暖　南房総市立白浜中学校（3年）
　鋸南町長賞
髙木　苺依　鋸南町立鋸南中学校（3年）

【一般社団法人 館山青色申告会　会長賞】
山川　瑛哉　南房総市立嶺南中学校（3年）

【公益社団法人  館山法人会　会長賞】
押本りり花　館山市立房南中学校  （3年）

* * * * * * * * * * * * * * * * 受 賞 者 名 簿 * * * * * * * * * * * * * * * *

【 最 優 秀 賞 】

署長表彰受賞者
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帳
簿
等
保
存
制
度
の
概
要
」
を
解

説
。
そ
も
そ
も
ど
ん
な
制
度
で
、

具
体
的
に
何
が
便
利
に
な
る
の
か

等
を
解
説
。
そ
の
後
、
電
子
帳
簿

等
の
保
存
、
ス
キ
ャ
ナ
保
存
、
電

子
取
引
デ
ー
タ
保
存
の
実
務
面
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
続
い
て
、
法
人
会
と

提
携
し
て
い
る
保
険
各
社
に
よ
る

各
種
保
険
の
内
容
説
明
、
事
務
局

か
ら
会
員
増
強
の
お
願
い
等
の
連

絡
事
項
の
あ
と
、
税
務
署
幹
部
を

囲
ん
で
和
気
あ
い
あ
い
の
意
見
交

換
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。
講
師

の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
各
支
部
の
役
員
・
会
員

の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
秋
の
恒
例
行
事
「
支
部
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
が
館
山
税
務
署
の
協
力
を
得

て
、
20
支
部
が
4
会
場
で
開
か
れ
、

延
べ
１
８
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

担
当
地
区
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
矢
井
田
直
輝
署
長
が
、

eｰ

Ｔ
ａ
ｘ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
の
利
用
促
進
の
お
願
い
し
な
が

ら
の
挨
拶
。
そ
し
て
研
修
会
へ
、

初
め
は
矢
井
田
署
長
に
よ
る
「
酒

類
業
界
を
巡
る
状
況
と
国
税
庁
の

取
組
」。

　

各
地
の
税
務
署
、
東
京
国
税
局

な
ど
で
、
主
に
酒
税
を
担
当
し
て

い
た
経
験
か
ら
、
酒
類
業
界
を
巡

る
現
状
と
国
税
庁
の
取
組
に
つ
い

て
解
説
。
ま
ず
、
酒
類
業
界
の
状

況
と
し
て
酒
類
課
税
移
出
量
の
推

移
、
成
人
一
人
当
た
り
酒
類
消
費

量
の
推
移
、
飲
酒
習
慣
の
あ
る
者

の
割
合
な
ど
デ
ー
タ
を
示
し
て
の

解
説
。
酒
類
行
政
の
基
本
的
方
向

性
と
し
て
主
に
産
業
振
興
の
観
点

か
ら
最
近
の
日
本
産
酒
類
の
輸
出

動
向
、
お
酒
の
地
理
的
表
示
、
日

本
ワ
イ
ン
な
ど
具
体
的
な
例
を
出

し
て
の
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
川
口
泰
之
統
括
官
が
電
子

帳
簿
保
存
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
。

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
対
応
が

求
め
ら
れ
る
「
電
子
帳
簿
等
保
存

制
度
」。

　

制
度
の
概
要
、
電
子
帳
簿
等
の

保
存
要
件
、
ス
キ
ャ
ナ
保
存
、
電

子
取
引
デ
ー
タ
保
存
な
ど
「
電
子

20支部4会場で187名が参加

●
11
月
７
日
（
火
）

　
丸
山
・
白
浜
・
千
倉
・
和
田
支
部

　
　

魚
拓
荘　

鈴
木
屋

　

支
部
長　

栗
原　

保
博

　
　
　
　
　

飯
田　

彰
一

　
　
　
　
　

庄
司　

義
則

　
　
　
　
　

参
加
者　

32
名

●
11
月
10
日
（
金
）

　

�

鴨
川
中
央
・
鴨
川
南
・
鴨
川
北
・

江
見
・
長
狭
・
天
津
小
湊
支
部

　
　
鴨
川
ユ
ニ
バ
ー
ス
ホ
テ
ル

　

支
部
長　

小
原　

將
弘

　
　
　
　
　

田
原　

智
之

　
　
　
　
　

篠
㟢　

忠
昭

　
　
　
　
　

川
名　

和
好

　
　
　
　
　

落
合　

薫

　
　
　
　
　

齋
藤　

守
彦

参
加
者　

61
名

●
11
月
22
日
（
水
）

　
富
山
・
勝
山
・
保
田
支
部

　
　

川
き
ん

　
　

支
部
長　

若
林　

康
弘

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

辰
也

　
　
　
　
　
　

村
井　

智
博

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

30
名

●
12
月
７
日
（
木
）

　

�

長
須
賀
・
北
条
第
１
・
第
２
・

第
３
・
館
山
・
那
古
船
形
三
芳
・

富
浦
支
部

　
　

館
山
商
工
会
議
所　
　

　
　

支
部
長　

本
橋　

亮
一

　
　
　
　
　
　

望
月　

昇

　
　
　
　
　
　

川
名　

光
俊

　
　
　
　
　
　

小
林　

稔

　
　
　
　
　
　

吉
田　

政
紀

　
　
　
　
　
　

安
田　

三
喜
夫

　
　
　
　
　
　

高
梨　

潔

　

参
加
者　

64
名

支部ゼミナール
会議次第

１　開　会
２　支部長あいさつ
３　矢井田直輝税務署長あいさつ
４　税務署職員の紹介
５　研修会
　　講師
　　　矢井田直輝税務署長
　　　川口泰之法１統括官
　　　目黒智也調査官
６　法人会の福利厚生事業
　　について
７　事務局からの連絡事項
８　閉　会
終了後　税務署幹部を交えて
意見交換会　

丸山・白浜・千倉・和田支部合同ゼミ　
栗原保博支部長あいさつ

鴨川６支部合同ゼミ　
小原將弘支部長あいさつ

富山・勝山・保田支部合同ゼミ
若林康弘支部長あいさつ

長須賀、北条第１・第２・第３、館山、
那古船形三芳、富浦支部合同ゼミ
本橋亮一支部長あいさつ

秋
の
支
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
動
き

署
長
卓
話�「
酒
類
業
界
を
巡
る
状
況
と
国
税
庁
の
取
組
」

税
務
研
修「
電
子
帳
簿
保
存
法
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

法
人
会
の
福
利
厚
生
制
度

eｰ

Ｔ
ａ
ｘ
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◎
第
3
回
理
事
会

　
９
月
6
日
（
水
）

　
鴨
川
ユ
ニ
バ
ー
ス
ホ
テ
ル

・
令
和
５
年
度
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

・�

令
和
５
年
度
会
員
増
強
運
動
の
実
施
に
つ

い
て

・
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
出
席
者　
　
30
名

◎�

会
員
増
強
を
図
る
た
め
管
内
各
金
融
機
関

を
訪
問
し
、
協
力
を
依
頼

　
９
月
14
日
（
木
）

・�

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、

館
山
信
用
金
庫　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
出
席
者　
　
４
名

◎
支
部
長
・
組
織
委
員
会

　
９
月
22
日
（
金
）

　
館
山
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

・
会
員
増
強
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　

18
名

　
「
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」

の
地
元
国
会
議
員
及
び
地
方
自
治
体
に
対
す

る
要
望
活
動

　
11
月
９
日
（
木
）

要
望
先

　
国
会
議
員　
浜
田
靖
一
氏

　
館
山
市
長　
森　
正
一
氏

　
館
山
市
議
会
議
長　
太
田　
浩
氏

　
（
要
望
先
は
全
法
連
の
指
示
に
よ
る
）

参
加
者　
　
２
名

会
報
編
集
会
議

◎
第
２
回
広
報
委
員
会

　
11
月
14
日
（
火
）

理 

事 

会 
等

組
織
委
員
会

税
制
委
員
会

第 3回理事会　9月 6日

第 2回広報委員会　11月 14日

広
報
委
員
会

支部長・組織委員会　9月 22日研修広報委員会　9月 28日

◎
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協
議
会

　

９
月
６
日
開
催
の
理
事
会
開
会
前
、
法
人

会
と
提
携
し
て
い
る
保
険
会
社
３
社
（
大
同

◎
研
修
広
報
委
員
会

　
９
月
28
日
（
木
）

　
法
青
会
館
に
て

・
県
法
連
研
修
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

・
研
修
旅
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者　
　
９
名

　
法
青
会
館
に
て

・
会
報
１
２
７
号
編
集
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

出
席
者　
　
９
名

研
修
委
員
会

生
命
保
険
・
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
・
ア
フ
ラ
ッ

ク
生
命
保
険
）
と
各
種
保
険
の
内
容
や
加
入

状
況
の
説
明
な
ど
、
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
協
議

出
席
者　
　
38
名

11



　
・
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

　
・
会
員
増
強
に
つ
い
て

　
・
税
務
研
修
会

　
「
電
子
帳
簿
保
存
法
の
ポ
イ
ン
ト
」

　
　
講
師　
川
口
泰
之

　
　
　
　
　
館
山
税
務
署
法
人
第
１
統
括
官

　
　
出
席
者　
　
28
名

　
・
記
念
講
演

　
「�

自
ら
が
リ
ス
ク
を
取
っ
て
挑
戦
す
る
。
だ
か

ら
こ
そ
価
値
が
あ
る
。」

　
　
講
師　
ヤ
マ
ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
山
中　
大
介
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者　
　
７
名

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

納
税
功
労
で
受
賞

【
東
京
国
税
局
長
表
彰
】

鈴木　義康
公益社団法人
館山法人会
副会長

鋸南小学校、三芳小学校、千倉小学校で実施

女性部会役員会　12月 6日

源
泉
研
究
部
会

源泉研究部会　10月 26日

◎
第
１
回
税
務
研
修
会

　
10
月
26
日
（
木
）

　
夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
年
末
調
整
・
法
定
調
書
に
つ
い
て

　
　
講
師　
川
口
法
人
第
１
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　

�
日
野
管
理
運
営
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　
堤
法
人
第
１
事
務
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　

18
名

女性部会が主導
租税教育活動への取り組み

9

◎
役
員
会
（
幹
事
以
上
）

　
８
月
30
日
（
水
）

　
夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

　
・
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

　
・
税
務
研
修
会

　
「
酒
類
業
界
を
巡
る
状
況
と
国
税
庁
の
取
組
」

　
　
講
師　
矢
井
田
直
輝
館
山
税
務
署
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者　
　
36
名

◎
役
員
会
（
幹
事
以
上
）

　
12
月
６
日
（
水
）

　
鴨
川
ユ
ニ
バ
ー
ス
ホ
テ
ル
に
て

女
性
部
会

青年部会例会　11月 1日

◎
全
法
連
「
全
国
青
年
の
集
い
」
山
形
大
会

　
11
月
９
日
（
木
）　
11
月
10
日
（
金
）

　

�

や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
山
形

　
・�

租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

健
康
経
営
大
賞

　
・
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト

　
・
会
員
交
流
分
科
会

◎
部
会
例
会

　
11
月
１
日
（
水
）

　
法
青
会
館

　
・
今
後
の
行
事
に
つ
い
て

　
・
会
員
増
強
に
つ
い
て

　
・
税
務
研
修
会

　
「
酒
類
業
界
を
巡
る
状
況
と
国
税
庁
の
取
組
」

　
　
講
師　
矢
井
田
直
輝
館
山
税
務
署
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者　
　
17
名

青
年
部
会

12



集
う
こ
と
が
で
き
る
学
び
と
友
情

の
場
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
る
事
の
で
き
る
唯

一
の
機
会
で
す
。
山
形
に
は
自
然

と
共
に
育
ま
れ
た
「
思
い
や
り
の

精
神
」
と
、
ど
の
様
な
困
難
が
あ

ろ
う
と
も
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
に

行
動
す
る
「
忍
耐
強
さ
」
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ど
の
様
な
時

代
で
も
皆
で
支
え
あ
う
と
い
う
税

の
本
質
に
通
じ
る
も
の
が
感
じ
取

て
つ
く
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

法
人
会
は
納
税
意
義
の
高
揚
と
税
知
識
の

普
及
を
目
的
と
し
、
租
税
へ
の
理
解
、
望
ま

し
い
税
制
と
財
政
の
健
全
化
を
提
言
す
る
と

と
も
に
、
各
地
で
次
世
代
を
担
う
方
々
に
税

の
仕
組
み
や
使
途
に
つ
い
て
考
え
て
頂
く
機

会
を
提
供
し
て
い
る
事
を
相
互
確
認
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
会
活
動
の
大
き
な

柱
で
あ
る
「
租
税
教
育
活
動
」「
部
会
員
増

　

令
和
５
年
11
月
９
日
・
10
日
「
第
37
回

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い　

山
形
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
直
前
部
会
長
の
柴
田
一
さ

ん
、
平
田
英
雄
さ
ん
、
川
名
展
弘
さ
ん
、

若
林
康
弘
さ
ん
、
鈴
木
誠
一
さ
ん
、
黒
川

友
美
さ
ん
の
７
名
に
て
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
為
せ
ば
成
る
！

　
　

～
感
謝
と
恩
返
し
の
想
い
を
胸
に
～
」

　

山
形
県
は
恩
返
し
民
話
発
祥
の
地
と
し

て
、
そ
の
民
話
を
親
か
ら
子
へ
、
友
人
か

ら
繋
い
で
き
た
場
所
だ
か
ら
こ
そ
感
謝
と

恩
返
し
の
精
神
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
て
お
り
、「
為
せ
ば
成
る
」
の
教
え
の
ご

と
く
、
ど
の
様
な
困
難
が
待
ち
受
け
よ
う

と
も
や
り
抜
く
気
概
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
の
発
展
、
未
来
の
子
供
た
ち
の

為
に
恩
返
し
を
す
る
と
い
う
願
い
を
込
め

大会スケジュール
【１１月９日（木）】

◎租税教育活動プレゼンテーション・健康経営大賞
◎部会長ウエルカムパーティー

【１１月１０日（金）】
◎部会長サミット　◎会員交流分科会
◎記念講演
　「自らがリスクを取って挑戦する。
　　　　　　　だからこそ価値がある。」
　講師　ヤマガタデザイン株式会社　
　　　　　　　　　代表取締役　山中大介氏
◎大会式典
◎大懇親会
◎物産展

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い  

山
形
大
会

為
せ
ば
成
る
！  

～
感
謝
と
恩
返
し
の
想
い
を
胸
に
～

  ・      
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
・  ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

強
活
動
」「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
教

室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
長
期
に
わ
た
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
や
制

限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
税
の
本
質

で
も
あ
る
「
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
」
を
醸
成

し
続
け
た
と
言
う
思
い
か
ら
、
各
部
会
か
ら

知
恵
を
出
し
合
い
、
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

困
難
な
状
況
で
も
前
進
す
る
心
を
教
え
た

山
形
県
を
代
表
す
る
歴
史
的
偉
人
「
上
杉
鷹

山
公
」
が
残
し
た
言
葉
「
な
せ
ば
成
る
、
な

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
何
事
も
成
ら
ぬ
は
人
の
な
さ

ぬ
な
り
け
り
」、
ま
さ
に
「
や
れ
ば
で
き
る
。

何
事
も
や
ら
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
。
で
き

な
い
の
は
や
ろ
う
と
し
な
い
か
ら
」
と
言
う

言
葉
の
通
り
、
未
来
あ
る
子
供
た
ち
の
為
に

為
せ
ば
成
る
の
精
神
で
進
化
を
遂
げ
た
活
動

を
各
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
学
び
得
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
全
国
４
４
０
単
会
が
一
堂
に

青
年
部
会
部
会
長

昭
和
運
送
興
業（
株
）

　
　
　
安
田
　
憲
史

鋸
南
不
動
産
㈱

第
37
回

れ
ま
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
緊
迫
し
た
世

界
情
勢
、様
々
な
困
難
が
立
ち
は
だ
か
る
中
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

改
め
て
確
認
し
、
各
地
域
に
於
い
て
山
形
か

ら
の
想
い
を
広
く
発
信
し
、
青
年
部
会
活
動

を
更
に
活
性
化
、
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。
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命
取
り
に
な
る
怖
い
脳
梗
塞
が
特
有
の

症
状
を
表
さ
な
い
状
態

　

今
回
の
表
題
は
近
ご
ろ
テ
レ
ビ
や
雑
誌

な
ど
で
ぼ
つ
ぼ
つ
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
正
体
を
見
せ
な
い
の
で
、
無

症
候
性
脳
梗
塞
と
か
微
小
脳
梗
塞
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
梗
塞
と
は
脳
の
血
管
が
細
く
な
っ
た

り
、
脳
に
血
栓
が
で
き
て
詰
ま
っ
た
り
し

て
、
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
る
病
気
で
す
。

血
流
が
止
ま
る
と
酸
素
や
栄
養
素
の
補
給

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
脳
の
組
織
が
壊
死
し

て
い
き
ま
す
。

　

脳
の
血
管
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
病
気

は
総
括
し
て
脳
卒
中
と
言
い
ま
す
が
、
血

管
が
詰
ま
る
の
が
脳
梗
塞
、
血
管
が
破
れ

る
の
に
は
脳
出
血
と
ク
モ
膜
下
出
血
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。
脳
卒
中
は
か
つ
て
、

日
本
人
の
死
因
の
ず
っ
と
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
癌
が
一
位
に
な
っ
た
現
在

も
年
間
死
者
数
は
約
十
一
万
二
千
人
で
、

死
因
の
四
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
脳
梗
塞
は
血
管
の
詰
ま
り
方
に

よ
っ
て
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

脳
深
部
に
あ
る
細
い
動
脈
が
詰
ま
る
ラ

ク
ナ
梗
塞
、
頸
部
や
脳
表
の
太
い
血
管
に

血
栓
が
で
き
る
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗

塞
、
心
臓
内
に
形
成
さ
れ
た
血
栓
が
脳
の

動
脈
に
飛
来
す
る
心
原
性
脳
塞
栓
症
で
す
。

　

脳
梗
塞
発
症
の
前
触
れ
と
し
て
は
、
呂

律
が
回
ら
な
く
な
る
ほ
か
、
急
に
片
方
の

手
足
が
し
び
れ
る
、
片
方
の
眼
が
見
え
な

く
な
る
、
が
あ
り
ま
す
。
前
兆
と
し
て
の

し
び
れ
や
麻
痺
は
、
ど
ち
ら
か
片
方
の
手

足
や
眼
に
出
る
の
が
通
常
で
、
両
方
に
出

れ
ば
脳
と
は
違
う
病
気
が
多
い
の
で
す
。

「
ま
だ
ら
認
知
症
」
で
あ
る
こ
と
も

　

隠
れ
脳
梗
塞
は
、
前
触
れ
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
大
半
は
脳
ド
ッ
グ
な
ど
で
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
）
検
査
で
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
高
血
圧
の
持
病
の
あ

る
中
高
年
者
に
多
い
こ
と
、
三
つ
の
タ
イ

プ
で
は
ラ
ク
ナ
梗
塞
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

隠
れ
脳
梗
塞
は
高
血
圧
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
の
で
、
日
常
的
に
し
っ
か
り
と
し

た
血
圧
管
理
が
必
要
で
す
。
こ
の
ほ
か
不

整
脈
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
の
人
に
多
い

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣

で
は
肥
満
者
、
ア
ル
コ
ー
ル
好
き
、
喫
煙

者
は
要
注
意
で
す
か
ら
ご
用
心
を
。

　

も
う
一
つ
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
病
気
と
の
関
連
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ま
だ
ら
認
知
証
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
す
か
？ 

同
じ
認
知
症
で
も
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
は
違
い
、
記
憶
力
は
低

下
し
て
も
理
解
力
や
判
断
力
は
衰
え
て
い

な
い
軽
度
の
症
状
が
特
徴
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
病
気
は
隠
れ
脳

梗
塞
の
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
患
者
に
多
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
記
憶
力
の
低
下

に
お
悩
み
の
方
は
、
専
門
医
の
診
察
と
検

査
を
受
け
る
よ
う
、
お
勧
め
し
ま
す
。

黄
信
号
の
「
一
過
性
脳
虚
血
発
作
」

　

次
に
脳
梗
塞
と
同
じ
症
状
が
出
て
も
、

別
の
病
気
が
あ
る
こ
と
を
追
記
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
手
足
の
麻
痺
な
ど
脳
梗
塞
の
症

状
が
起
き
て
も
、
二
十
四
時
間
以
内
に
自

然
消
失
す
る
一
過
性
脳
虚
血
発
作
（
Ｔ
Ｉ

Ａ
）
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
す
。
麻
痺
が
消

え
て
治
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
二
日
以

内
に
正
真
正
銘
の
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
の
非
常
に
高
い
危
険
な
発
作
で
す

か
ら
、
一
刻
も
早
く
専
門
医
の
治
療
が
必

要
で
す
。
前
触
れ
を
超
え
て
、
赤
信
号
の

一
歩
手
前
の
黄
信
号
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
発
作
は
頸
部
か
ら
脳
内
に
つ
な
が

る
中
大
脳
動
脈
の
領
域
で
70
％
ほ
ど
起
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
顔
、
腕
、
言
葉
に

異
変
を
感
じ
た
ら
即
刻
、
専
門
医
の
受
診

「
隠
れ
脳
梗
塞
」と
は

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
大
谷
　
克
弥

[

筆
者
紹
介]

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）

　
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大
学
講
師
。

日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
員
。
読
売
新

聞
社
出
身
、
在
職
中
に
長
期
連
載
「
医
療
ル
ネ
サ

ン
ス
」
を
創
設
。
現
在
は
フ
リ
ー
で
、
著
作
、
講

演
活
動
な
ど
に
従
事
。

を
」
と
勧
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｉ
Ａ
の
要
因
は
一
に
動
脈
硬
化
、
二

に
不
整
脈
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
日
常
的
に

は
血
流
を
良
く
す
る
食
生
活
が
望
ま
れ
ま

す
。
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
動
物
性
脂
肪

を
減
ら
し
て
野
菜
を
多
く
し
、
運
動
を
欠

か
さ
な
い
こ
と
。
タ
バ
コ
は
厳
禁
で
す
。

　

ま
た
医
療
側
に
と
っ
て
も
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
は

時
間
と
の
真
剣
勝
負
、
と
も
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
発
作
が
あ
っ
て
か
ら
、
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
薬
剤
も
含
め
て
治
療
効

果
が
高
い
か
ら
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
は
、
こ
の
早
期
治
療
が

非
常
に
難
し
い
の
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
う

と
、
症
状
は
30
分
以
内
に
消
え
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
患
者
は
受
診
を
尻
込
み
し
、

専
門
医
の
い
な
い
医
療
機
関
は
病
気
で
は

な
い
と
判
断
す
る
よ
う
で
す
。
高
血
圧
症

の
方
は
、
緊
急
時
用
に
専
門
医
の
連
絡
先

を
複
数
用
意
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

　

当
会
名
誉
会
長
（
元
会
長
）、
本

間
明
氏
が
、
去
る
令
和
５
年
８
月
24

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
７
月
か
ら
平
成
13
年
５

月
ま
で
当
会
会
長
、
平
成
13
年
５
月

よ
り
名
誉
会
長
と
し
て
館
山
法
人
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

名
誉
会
長
　
本
間
　
明
氏
　
ご
逝
去
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新しく会員になられた皆さんです。 — よろしくお願いします —
令和５年12月31日現在（順不同・敬称略）

支部名 法人名 代表者 所在地 電話 業種

北条第 2 （株）Rapport 新 井 崇 章 館山市水岡16－1 0470（28）4907 中古車販売

館山
（株）あおば 松 本 益 換 館山市館山872－1 0470（23）1218 福祉サービス

（株）ゴールド 高 木 光 紀 館山市館山95－8 0470（23）8695 娯楽業

長須賀 （有）かとう住建 加 藤 久 夫 館山市長須賀448－7 0470（30）8366 建築業

那古船形三芳
農業生産法人田村農園（株） 田 村 臣 希 南房総市千代１ 0470（36）2384 農業

（有）船形ディーゼル 石 井　 肇 館山市船形1295－55 0470（27）3185 小型船舶エンジン

富浦 （有）佐久間組 佐久間　 亨 南房総市富浦町南無谷2180 0470（28）4445 土木建設

富山

（株）HFC 原　 利 彦 南房総市平久里中598－1 0470（58）0204 建築業

（株）KNT 青 木 達 郎 南房総市市部77 0470（57）3810 不動産賃貸業

（株）Clover 川 名 智 明 南房総市市部759－1 0470（29）3515 訪問看護

千倉

（有）アワ 庄 司　 貢 南房総市千倉町瀬戸1914 0470（24）1632 浄化槽保守点検

山根建築（株） 山 根 智 一 南房総市千倉町川合758－6 0470（44）0205 建築業

（株）One All 下 羽 秀 平 南房総市千倉町瀬戸2277－1 090（4741）4960 総合スポーツクラブ

丸山
（株）タマスミ 斉藤とし子 南房総市白子2698－106－1003 090（4448）7714 化学品・化粧品販売

COASTER（株） ギュレフィリップ 南房総市安馬谷218－1 080（6505）0956 飲食業

和田 （株）J1（ｼ ｪ゙ｲﾜﾝ） 松 永 寿 一 南房総市和田町仁我浦586－4 0470（29）7700 介護・整骨院・宿泊業

江見
（有）中乃見家 上 村 恵 司 鴨川市太海9－8 04（7094）5550 サービス業

（株）TREE 森　　大 輔 鴨川市宮52－1 080（6032）1284 小売業

鴨川中央
（株）石井興業 石 井　　暁 鴨川市来秀97－1 04（7093）2129 建設業

（株）有海 長谷川伸也 鴨川市広場752－1（303） 04（7096）6411 介護事業

天津小湊 （有）アルファデザイン 麻 生 久 光 鴨川市天津701－1 04（7094）1177 ソフトウエア開発

法人会の動き　令和 6 年１月以降の当面の事業・予定

月　日 事　　業　・　会　　議 会　　　場

1.18（木） 生活習慣病健康診断　1日人間ドック 鴨川市文化体育館
1.19（金）
～20（土）

生活習慣病健康診断　1日人間ドック 館山商工会館

1.23（火） 館山税務懇話会例会 夕日海岸昇鶴
1.24（水） 県法連・新年賀詞交歓会 ポートプラザちば
1.25（木） 決算期別法人説明会 法青会館

　2.        6  （火） 県法連・厚生委員会 ポートプラザちば
　2.        7  （水） 青年部会チャリティーボーリング大会 館山ヤングボール
　2.        8  （木） 女性部会研修旅行 明治座
   2.14（水） 全法連・令和 6年税制セミナー ハイアットリージェンシー東京

2.16（金） e-Tax による確定申告の早期提出
館山税務懇話会（法人会会長ほか） 館山税務署

2.20（火） 県青連協「千葉サミット」 ポートプラザちば
3.           8   （金） 県法連・事務局長会議 ポートプラザちば

未定 （３月中） 県法連・総務委員会 ポートプラザちば
　3. 18（月） 第４回理事会 夕日海岸昇鶴
     4. 18（木） 全法連・女性フォーラム「広島大会」 広島グリーンアリーナ
     4. 22（月） 第１回理事会 夕日海岸昇鶴
　 6.            7  （金） 第 52 回定時総会 夕日海岸昇鶴
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　昨年11月、帝国データバンクによる2023年の「企業が選ぶ今年
の漢字」が発表され、１位は変化や変革を表す「変」で、２位は「耐」、
３位は「忍」だった。１位の「変」については「生活や働き方改革、
人手不足、物価上昇など、世の中が急激に変化している」、「AIやＤ
Ｘなどによる時代の変化のスピードが早い」など、変化や変革の年と
とらえる声が多く寄せられたようだ。
　「変化・変革の１年」の先に来る今年が安定した平和で明るい１年
でありますよう願っています。

編集後記

　鋸南町は水仙の日本三大群生地の一つとして知られています。毎年１２
月中旬から２月上旬が見ごろで、同時期には水仙まつりも実施されます。
歩いて見たい方は「江月水仙ロード」、車やバスでお越しの方は「佐久間
ダム公園」、「をくづれ水仙郷」がおすすめです。
　また、佐久間ダム周辺では２月上旬から源頼朝の再興の土地にちなんだ
頼朝桜（河津桜）が咲き始め、その後、ソメイヨシノ、シダレザクラ、ヤ
エザクラなど、桜を楽しむことができます。

　　　　（写真提供／松井啓悟）

　10月 17日～ 18日、群馬県伊香保温
泉に行ってきました。近代日本経済の父
である渋沢栄一の記念館など見学して来
ました。

鋸南町の水仙と頼朝桜【表紙】

渋沢栄一記念館にて

11月15日イオンタウン館山 ・ 16日にイオン鴨川で
税を考える週間行事として税の意義をピーアール

• 国の財政と消費税の役割
• e-TAX、キャッシュレス納付
• 消費税の軽減税率制度
• 絵はがきコンクール、ティッシュの配布
• 館山税務署・法人会・青色申告会・間税会・
  納連が共同で実施

  税を考える週間で税務街頭広報

イオン鴨川イオン鴨川 イオン館山イオン館山

インターネットインターネット
でで

セミナー受講セミナー受講

お問い合わせは法人会事務局まで。( 電話：0470-22-1389)

　館山法人会のホームページ(http://www.tateyama-houjinkai.or.jp/)
から無料でセミナーがご覧いただけます。忙しくてセミナーや研修会に
参加できない方など最適で、映像と音声による本格的なセミナーです。
勉強会（社内研修）や経営者の自己研鑽などにご活用ください。
法人会会員の場合、会員専用ＩＤとパスワードを入れてログインすれば、
より多くのコンテンツが視聴できます。

久しぶりの久しぶりの
役員親睦旅行役員親睦旅行
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